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１　

は
じ
め
に

（
１
）
位
置
・
地
形
・
気
候

篠
山
市
は
、
兵
庫
県
の
中
東
部
、
大
阪
府
と
京
都

府
と
の
境
に
位
置
し
、
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
（
宝
塚
線
）

の
ほ
か
、
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
な
ど
の
交
通
の
便
が

整
っ
て
お
り
、
大
阪
、
神
戸
、
京
都
へ
は
１
時
間
程

度
で
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
嶽
を
最
高
峰
と
す
る
多
紀
連
山
で
囲
ま
れ
た
篠

山
盆
地
を
中
央
に
据
え
、
そ
の
盆
地
に
は
市
街
地
や

集
落
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
盆
地
の
中
央
部
を
横
断

す
る
篠
山
川
は
、
加
古
川
か
ら
瀬
戸
内
海
へ
至
る
源

流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
気
候
は
、
年
較
差
、
日
較
差

と
も
に
大
き
い
内
陸
性
気
候
で
す
。

（
２
）
歴
史

江
戸
時
代
、
徳
川
家
康
の
命
に
よ
っ
て
篠
山
城
が

天
下
普
請
で
築
城
さ
れ
ま
し
た
。
城
の
築
か
れ
た
丘

陵
地
が「
笹
山
」で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
い
つ
し
か「
篠

山
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

明
治
22
（
１
８
８
９
）
年
に
市
制
・
町
村
制
が
施

行
さ
れ
た
際
、
多
紀
郡
で
は
１
町
17
村
が
成
立
し
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
幾
度
の
合
併
を
経
て
平
成
11

（
１
９
９
９
）
年
４
月
１
日
に
篠
山
市
が
誕
生
し
ま

し
た
。

篠
山
市
は
近
世
以
降
の
約
４
０
０
年
に
わ
た
っ
て

「
一
藩
一
郡
一
市
」
と
い
う
全
国
的
に
も
稀
な
歴
史

を
も
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
鉄
資
本
が
入
っ
て
こ

ず
、大
規
模
開
発
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
な
ど
に
よ
り
、

昔
の
姿
が
あ
ま
り
損
な
わ
れ
ず
に
残
っ
て
い
ま
す
。

（
３
）
文
化

先進・ユニーク条例【解説】

兵庫県篠山市では、豊かな森林を守り、貴重
な財産として後世に継承することを目的とし
て「篠山市ふるさとの森づくり条例」を制
定した（条例第36号として平成26年12月
22日公布、平成27年4月1日施行）。
恵まれた自然環境や景観が篠山らしいまち
づくりを支えているとして、平成22年から
様々な検討を経て制定された条例である。

篠
山
地
方
は
、
独
自
の
歴
史
や
風
土
を
土
台
と
し

な
が
ら
、京
文
化
の
影
響
を
受
け
て
き
た
地
方
で
す
。

ま
た
、
日
本
六
古
窯
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
、
丹
波

焼
の
起
源
は
、
平
安
時
代
末
期
ま
で
遡
る
と
さ
れ
、

そ
の
作
窯
技
法
は
国
の
無
形
文
化
財
に
選
択
さ
れ
て

い
ま
す
。

篠
山
を
語
る
に
は
、
丹
波
黒
大
豆
、
山
の
芋
、
ボ

タ
ン
鍋
な
ど
篠
山
の
大
地
・
自
然
の
恵
み
で
あ
る
特

産
物
と
そ
の
食
文
化
を
抜
き
に
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ

ぞ
れ
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
篠
山
の
「
食
」
を
求
め
て
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
な
ど
、「
丹
波
篠
山
の
農
産

物
」
と
し
て
全
国
ブ
ラ
ン
ド
の
地
位
を
確
立
し
て
い

ま
す
。

（
４
）
日
本
遺
産
に
認
定

毎
年
、
夏
に
は
民
謡
「
デ
カ
ン
シ
ョ
節
」
に
あ
わ

篠
山
市
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
条
例

篠
山
市
農
都
創
造
部
農
都
環
境
課
　
細
見　

英
志

兵庫県
篠山市
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せ
て
踊
る
盆
踊
り
の
祭
典
「
デ
カ
ン
シ
ョ
祭
」
を
行

わ
れ
ま
す
。

文
化
庁
が
、
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通
じ

て
、
日
本
の
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
認

定
す
る
「
日
本
遺
産
」
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
27
年

４
月
、「
丹
波
篠
山 
デ
カ
ン
シ
ョ
節
―
民
謡
に
乗
せ

て
歌
い
継
ぐ
ふ
る
さ
と
の
記
憶
」
が
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
デ
カ
ン
シ
ョ
節
は
、
時
代
ご
と
の
篠
山
地
域
の

風
土
や
名
所
、
名
産
品
な
ど
を
歌
詞
に
盛
り
込
み
歌

い
継
が
れ
て
お
り
、
そ
の
歌
詞
は
今
や
３
０
０
番
に

も
上
り
ま
す
。

２　

条
例
制
定
に
至
っ
た
背
景
と
経
緯

（
１
）
森
林
の
様
子

総
面
積
（
３
７
７
・
61
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の

う
ち
の
４
分
の
３
は
森
林
で
す
。
こ
の
う
ち
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
の
植
林
地
は
４
分
の
１
程
度
に
と
ど
ま
り
、

大
部
分
は
集
落
や
人
里
に
接
し
、
か
つ
て
人
の
暮
ら

し
に
関
わ
り
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
コ
ナ
ラ
や
ア
ベ

マ
キ
で
構
成
さ
れ
る
森
林
（
里
山
林
）
で
す
。

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
植
林
地
は
、
木
材
価
格
の
低
迷

で
管
理
が
滞
っ
て
お
り
、
ま
た
、
薪
な
ど
に
活
用
さ

れ
な
い
里
山
林
は
、
大
径
木
化
し
て
台
風
の
際
は
風

倒
木
被
害
が
心
配
さ
れ
、
森
林
の
伝
染
病
と
い
わ
れ

る
ナ
ラ
枯
れ
の
被
害
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
森
林
が

持
つ
土
砂
災
害
防
止
機
能
や
地
球
環
境
保
全
、
生
物

多
様
性
保
全
な
ど
の
多
面
的
機
能
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
こ
と
が
地
域
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）
森
林
動
物
に
よ
る
被
害

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル
な
ど
の
森
林
で
暮
ら
す

野
生
動
物
（
森
林
動
物
）
は
、
森
林
内
で
十
分
な
餌

の
確
保
が
で
き
ず
、
農
家
が
丹
精
込
め
て
作
っ
た
野

菜
を
食
い
荒
ら
し
、農
家
に
と
っ
て
は
厄
介
者
で
す
。

多
様
な
植
生
が
み
ら
れ
る
里
山
林
も
シ
カ
に
よ
る
下

層
植
生
被
害
が
深
刻
で
、
マ
ツ
カ
ゼ
ソ
ウ
な
ど
の
シ

カ
が
好
ま
な
い
植
物
の
み
の
画
一
的
な
森
に
変
わ
り

つ
つ
あ
り
、
広
葉

樹
を
伐
採
し
て
も

シ
カ
が
萌
芽
を
食

べ
る
の
で
森
に
戻

り
に
く
く
な
る
な

ど
、
動
植
物
の
多

様
性
が
保
た
れ
た

森
林
・
里
山
が
将

来
な
く
な
る
の
で
は
と
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
３
）
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
森
づ
く
り
構

想
の
提
案

市
が
抱
え
る
様
々
な
政
策
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
横
断
的
な
部
署
の
職
員
で
構
成
さ
れ
る
庁
内
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
て
政
策
案
な
ど
の
調

査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
度
ご
と
に
テ
ー
マ

を
決
め
、
研
究
結
果
を
市
長
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
し
ま
す
。
そ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
採

用
さ
れ
た
政
策
案
は
、
次
年
度
以
降
に
予
算
化
さ
れ

事
業
実
施
さ
れ
ま
す
。

篠
山
市
の
森
林
に
関
す
る
政
策
課
題
と
し
て
①
植

林
地
の
管
理
が
滞
っ
て
い
る
、
②
里
山
林
が
荒
廃
し

森
林
動
物
の
隠
れ
家
と
な
っ
て
い
る
、
③
森
林
が
持

つ
多
面
的
機
能
が
低
下
し
て
い
る
、
④
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
利
用
推
進
の
必
要
性
と
い
っ
た
４
点
を
一
括
し

て
研
究
す
る
た
め
、
平
成
22
年
度
に
「
森
林
バ
イ
オ

マ
ス
利
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
若
手
職
員
６
人
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通

デカンショ祭

マツカゼソウ

先進・ユニーク条例
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じ
て
課
題
整
理
や
他
市
町
村
の
事
例
研
究
等
を
し
、

い
く
つ
か
の
政
策
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で

森
林
保
全
と
資
源
利
用
の
両
立
を
目
指
す
た
め
、
森

づ
く
り
に
関
す
る
中
長
期
的
な
構
想
「
森
づ
く
り
構

想
」
を
策
定
し
、今
後
そ
れ
に
基
づ
く
様
々
な
森
林
・

林
業
政
策
を
展
開
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
採
用
さ
れ

ま
し
た
。

（
４
）
森
づ
く
り
構
想
策
定
委
員
会
と
条
例

こ
の
提
案
を
受
け
、
平
成
24
年
度
「
森
づ
く
り
構

想
等
策
定
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
委
員

会
は
、
学
識
経
験
者
、
篠
山
市
森
林
組
合
や
市
内
で

森
林
整
備
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
篠
山
市
木
材

協
同
組
合
の
ほ
か
、
森
林
動
物
に
関
す
る
学
識
経
験

者
や
鳥
獣
保
護
員
、
森
林
整
備
に
関
心
の
あ
る
市
民

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
委
員
会
は
、森
づ
く
り
に
関
し
て
約
２
年
間
、

会
議
を
17
回
開
催
し
て
様
々
な
議
論
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
議
論
の
中
で
「
構
想
の
実
現
を
担
保
す
る

条
例
制
定
が
必
要
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
が
出

さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
構
想
の
策
定
と
並
行
し
て
森

づ
く
り
に
関
す
る
条
例
の
制
定
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

そ
し
て
平
成
26
年
12
月
の
市
議
会
に
お
い
て
「
篠

山
市
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
条
例
」が
可
決
成
立
し
、

平
成
27
年
４
月
か
ら
施
行
し
て
い
ま
す
。

（
５
）
温
故
知
森
（
お
ん
こ
ち
し
ん
）

昔
は
木
造
の
家
を
建
て
、
薪
で
風
呂
を
沸
か
し
、

炊
飯
を
し
、
き
の
こ
な
ど
の
山
菜
採
り
や
イ
ノ
シ
シ

猟
を
し
て
食
し
、
田
を
耕
す
家
畜
の
餌
を
調
達
し
、

子
ど
も
た
ち
は
野
山
で
遊
ぶ
な
ど
人
の
生
活
と
森
の

関
係
は
密
接
で
し
た
。
し
か
し
、
今
で
は
電
気
、
ガ

ス
、
石
油
を
用
い
た
生
活
様
式
に
変
わ
り
、
人
の
生

活
と
森
の
関
係
が
断
た
れ
て
い
ま
す
。

森
づ
く
り
構
想
策
定
委
員
か
ら
は
「
木
材
の
利
用

な
ど
を
今
の
生
活
様
式
に
合
っ
た
形
で
見
直
せ
ば
、

再
び
人
は
森
に
目
を
向
け
、
森
や
木
と
親
し
み
、
森

林
動
物
と
も
う
ま
く
付
き
合
え
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
で
き
る
限
り
地
域
の

木
材
で
家
や
公
共
施
設
を
建
て
、
薪
な
ど
で
暖
を
と

り
、
子
ど
も
た
ち
の
身
の
回
り
に
森
や
木
と
触
れ
合

え
る
環
境
を
整
え
る
な
ど
、
昔
の
人
の
生
活
と
森
の

関
係
や
木
の
使
い
方
を
今
の
技
術
や
考
え
方
で
も
う

一
度
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

意
見
が
出
ま
し
た
。
ま
た
、そ
の
よ
う
な
暮
ら
し
は
、

低
炭
素
社
会
の
実
現
、
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
考
え
方
を
表
し
た
言
葉
が
「
温
故
知
森

（
お
ん
こ
ち
し
ん
）」
で
あ
り
、
森
づ
く
り
構
想
は
も

と
よ
り
、
森
づ
く
り
条
例
の
根
幹
と
な
る
言
葉
と

な
っ
て
い
ま
す
。

３　

条
例
内
容
・
設
計
の
解
説

（
１
）
篠
山
市
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
条
例

篠
山
市
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
条
例
は
、
前
文
と

全
15
条
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
の
森
づ

く
り
を
定
義
し
、
基
本
理
念
、
市
、
森
林
組
合
、
森

林
事
業
者
、
森
林
所
有
者
及
び
市
民
の
責
務
等
を
定

め
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
ふ

る
さ
と
の
森
づ
く
り
構
想
を
策
定
し
、
ま
た
、
普
及

の
た
め
に
５
月
５
日
を
里
山
の
日
と
す
る
こ
と
な
ど

を
規
定
し
て
い
ま
す
。

①
前
文

篠
山
の
豊
か
な
森
は
、
多
様
な
命
を
育
み
、
森
で

育
ま
れ
る
水
は
、
農
村
生
活
に
必
要
な
水
資
源
と
な

り
、身
近
な
植
物
や
農
作
物
を
育
ん
で
き
ま
し
た
が
、

現
在
の
自
然
災
害
の
発
生
や
獣
害
問
題
な
ど
森
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
り
戻
し
、
先
人
が
培
っ
て
き
た
多
様
な
命
を
育
む

豊
か
な
森
と
水
を
未
来
に
つ
な
ぎ
た
い
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
目
的
（
第
１
条
）

森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
を
再
認
識
し
、
森
林

を
育
て
、
森
林
に
親
し
み
、
森
林
の
恵
み
を
受
け
る

と
い
う
循
環
の
中
で
、
森
林
の
保
全
及
び
資
源
の
有

効
活
用
の
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
を
市
、
森
林
組

合
、
森
林
事
業
者
、
森
林
所
有
者
及
び
市
民
が
共
有

し
、
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
本
市
の
豊
か

な
森
林
を
守
り
、
貴
重
な
財
産
と
し
て
後
世
に
継
承

す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

③
定
義
（
第
２
条
）
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ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
と
は
、
森
林
を
守
り
、
育

て
る
と
と
も
に
、
活
用
す
る
こ
と
と
定
義
し
て
い
る

ほ
か
、
多
面
的
機
能
、
人
工
林
や
森
林
事
業
者
な
ど

も
定
義
づ
け
を
し
て
い
ま
す
。

④
基
本
理
念
（
第
３
条
）

こ
の
条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、（
１
）
間

伐
な
ど
に
よ
る
林
内
の
環
境
改
善
や
広
葉
樹
化
、
計

画
的
な
森
づ
く
り
、（
２
）木
材
の
生
産
と
利
用
促
進
、

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
な
ど
森
林
資
源
の
循
環
型
シ
ス
テ

ム
の
構
築
と
産
業
化
、（
３
）
森
林
資
源
に
よ
る
地

域
の
活
性
化
、（
４
）
人
材
育
成
の
４
つ
を
基
本
理

念
と
し
て
い
ま
す
。

⑤
責
務
と
役
割
（
第
４
条
か
ら
第
８
条
）

市
、
森
林
組
合
、
森
林
事
業
者
、
森
林
所
有
者
、
市

民
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
や
役
割
を
明
確
化
し
て
い
ま
す
。

ア　

市
は
、
条
例
の
目
的
達
成
の
た
め
、
主
体
的

に
森
林
資
源
の
有
効
活
用
な
ど
を
進
め
、
市
民

等
に
対
し
て
様
々
な
情
報
を
提
供
し
、
木
材
の

地
産
地
消
を
推
進
し
、公
共
建
築
物
を
木
造
化
、

環
境
へ
の
配
慮
と
獣
害
対
策
、
多
様
な
生
態
系

の
保
護
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

イ　

森
林
組
合
は
、
森
林
管
理
の
中
核
的
な
担
い

手
と
し
て
木
材
な
ど
の
生
産
及
び
供
給
を
通
じ

て
、
環
境
に
配
慮
し
た
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ウ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
製
材
所
な
ど
の
森
林
事
業
者

は
、
環
境
に
配
慮
し
た
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り

に
協
力
し
、
ま
た
、
生
態
系
の
保
全
な
ど
多
面

的
機
能
の
確
保
に
配
慮
し
た
事
業
活
動
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

エ　

森
林
所
有
者
は
、
自
ら
が
所
有
す
る
森
林
に

つ
い
て
、
多
面
的
機
能
が
発
揮
で
き
る
よ
う
適

切
な
整
備
及
び
保
全
の
推
進
に
努
め
る
か
又
は

協
力
す
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

オ　

市
民
は
、
森
林
が
貴
重
な
共
有
の
財
産
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
、
市
な
ど
が
行
う
ふ
る
さ
と

の
森
づ
く
り
に
関
す
る
取
組
に
協
力
又
は
参
加

す
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

⑥
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
構
想
な
ど
（
第
９
条
か
ら

第
10
条
）

市
長
は
、
こ
の
条
例
の
目
的
を
具
体
的
に
推
進
す

る
た
め
、
お
お
む
ね
20
年
間
の
篠
山
市
ふ
る
さ
と
の

森
づ
く
り
に
関
す
る
基
本
的
な
構
想
を
定
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

⑦
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
活
動
の
推
進
（
第
11
条
）

市
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
の
森
林
を
大
切
に

す
る
心
の
醸
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
５
月
５
日
を

「
里
山
の
日
」
と
定

め「
ｇ
ｏ
！
ｇ
ｏ
！

里
山
の
日
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
し
て
い
ま
す
。

４　

条
例
等
に
基
づ
く
取
り
組
み

ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
条
例
と
そ
れ
に
基
づ
く
ふ

る
さ
と
の
森
づ
く
り
構
想
に
よ
る
具
体
的
な
事
業

は
、
平
成
27
年
度
か
ら
順
次
取
組
ま
す
が
、
既
に
こ

れ
ら
の
考
え
方
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
先
行
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
は
条
例
の
他
に
市
庁
舎
の
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

の
燃
料
と
な
る
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
篠
山
産
の
木
材
で

ｇｏ！ｇｏ！さとやまの日ロゴ

木の駅プロジェクト

先進・ユニーク条例
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供
給
す
る
事
業
を
提
案
し
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
後

に
こ
の
事
業
は
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
母
体
と
な

り
、
森
林
所
有
者
と
個
人
商
店
か
ら
な
る
「
丹
波
篠

山
木
の
駅
実
行
委
員
会
」
を
設
立
し
、
市
民
活
動
と

し
て
動
き
始
め
ま
し
た
。

こ
の
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
行
き
場
が
な
く

山
に
放
置
さ
れ
て
い
る
木
（
林
地
残
材
）
を
森
林
所

有
者
が
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
「
木
の
駅
」
に
運
ぶ
こ
と
で

森
林
の
整
備
が
進
む
と
同
時
に
地
球
温
暖
化
防
止
に

も
役
に
立
っ
て
、
自
分
に
は
木
と
引
き
換
え
の
地
域

通
貨
で
わ
ず
か
な
ご
褒
美
が
も
ら
え
、
ま
ち
も
元
気

に
な
る
と
い
う
取
組
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
、
集
ま
っ
た
間
伐
材
な
ど
で
木
質

ペ
レ
ッ
ト
や
薪
を
製
造
し
、
そ
れ
ら
は
公
共
施
設
や

家
庭
の
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
と
し
て
供
給
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
通
貨
に
よ
り
山
村
部
に
あ
る
小
規

模
な
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
客
足
が
向
か
い
始
め
、
わ
ず

か
な
が
ら
経
済
の
地
域
循
環
が
進
ん
で
い
ま
す
。

（
２
）
木
造
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
り
、
木
育
の
モ
デ
ル
で

も
あ
る
木
造
校
舎
を
存
続
さ
せ
る
た
め
、
平
成
24
年

度
に
市
立
八
上
小
学
校
の
校
舎
の
耐
震
改
修
工
事
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
工
事
は
兵
庫
県
下
で
初
め
て

と
な
る
大
規
模
木
造
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
で
あ

り
、
一
部
に
篠
山
産
の
木
材
を
用
い
て
い
ま
す
。
も

う
一
つ
の
木
造
校
舎
で
あ
る
市
立
篠
山
小
学
校
も
平

成
26
年
度
に
同
様
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
ま
し

た
。

（
３
）
公
共
施
設
の
木
質
化
な
ど

平
成
27
年
度
に
市
営
温
泉
入
浴
施
設
「
こ
ん
だ
薬

師
温
泉 

ぬ
く
も
り
の
郷
」
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
を
設
置
し
、
篠
山
産
木
質
ペ
レ
ッ
ト
に
よ
る

温
泉
水
の
加
温
を
始
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
28
年
４
月
の
開
園
を
予
定
し
て
い

る
味
間
認
定
こ
ど
も
園
の
園
舎
の
移
転
改
築
工
事

は
、
内
装
材
を
木
質
化
し
、
床
や
腰
板
は
篠
山
産
木

材
を
用
い
て
進
め
て
い
ま
す
。

（
４
）
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
実
行
委
員
会

ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

進
め
る
た
め
、
平
成
27
年
度
に
「
ふ
る
さ
と
の
森
づ

く
り
実
行
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
す
。
構
成
は
行
政

の
ほ
か
、
木
を
出
す
側
の
森
林
整
備
事
業
者
と
木
を

使
う
側
と
な
る
製
材
所
や
工
務
店
な
ど
の
事
業
者
等

が
参
画
し
、「
木
を
利
用
し
な
が
ら
森
を
育
て
る
」

仕
組
み
を
協
議
し
、
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

（
５
）
新
た
な
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置

ま
た
、
今
年
度
は
条
例
に
基
づ
く
ふ
る
さ
と
の
森

づ
く
り
構
想
に
記
載
さ
れ
た
事
業
を
具
体
的
に
研
究

す
る
た
め
「
篠
山
の
木
の
ぬ
く
も
り
を
広
め
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
チ
ー

ム
で
は
市
民
の
暮
ら
し
の
中
に
県
産
木
材
や
篠
山
産

木
材
を
取
り
入
れ
る
た
め
、
篠
山
産
木
材
を
使
っ
た

小
学
校
用
学
習
机
・
イ
ス
や
園
児
用
イ
ス
、
選
挙
ポ

ス
タ
ー
掲
示
場
、
新
生
児
へ
配
布
す
る
木
の
お
も

ち
ゃ
制
作
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
、
公
共
施
設
の

材
工
分
離
発
注
な
ど
の
具
体
的
な
実
施
方
法
を
研
究

し
て
お
り
、
年
度
末
に
市
長
に
政
策
提
案
す
る
予
定

で
す
。

木造の八上小学校校舎
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５　

今
後
の
課
題
と
展
望

人
の
生
活
と
森
と
の
関
わ
り
を
再
構
築
す
る
こ
と

も
、
人
の
生
活
と
森
林
動
物
と
の
関
わ
り
を
築
く
こ

と
も
大
変
難
し
い
問
題
で
す
。

農
作
物
の
食
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
里
山
林
と

人
家
と
の
境
界
に
防
護
柵
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、

農
山
村
地
域
の
住
民
は
高
齢
化
し
、
柵
の
設
置
や
管

理
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
個
体
数
管
理
の

た
め
に
進
め
た
い
捕
獲
も
、
銃
の
所
持
の
規
制
強
化

や
銃
猟
免
許
所
持
者
の
減
少
に
よ
り
難
航
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
一
方
で
、
農
家
に
と
っ
て
の
厄
介

者
で
あ
る
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル
は
む
し
ろ
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
昔
は
農
作
物
被
害
の
軽
減
と
森

の
恵
み
と
し
て
イ
ノ
シ
シ
な
ど
を
捕
獲
し
て
き
ま
し

た
が
、
最
近
は
そ
の
恵
み
の
あ
り
が
た
さ
よ
り
も
被

害
に
あ
っ
た
悔
し
さ
や
怒
り
が
勝
り
、「
共
存
よ
り

も
駆
除
」
と
い
う
意
識
が
年
々
強
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
サ
ル
や
鳥
は
、
種
を
運
ぶ
役
目
が
あ
り
、

森
林
の
多
様
な
植
生
の
維
持
に
不
可
欠
な
存
在
で
あ

る
な
ど
森
林
の
維
持
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
森
林
と
人
の
生
活
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、

森
林
動
物
と
の
棲
み
分
け
を
意
識
し
た
森
づ
く
り
を

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

里
山
林
の
望
ま
し
い
管
理
の
方
向
は
、
バ
ッ

フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
（
緩
衝
帯
）
を
意
識
し
た
整
備
を
行

い
、
ま
た
、
そ
う
い
っ
た
取
組
を
行
う
集
落
な
ど
を

支
援
し
、
そ
の
取
組
か
ら
発
生
す
る
木
を
木
材
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
う
仕
組
み
づ
く
り
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
改
め
て
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
が
森
の

恵
み
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
広
め
る
た
め
、
シ
カ
を

食
肉
と
し
て
活
用
す
る
取
組
を
進
め
る
こ
と
も
必
要

で
す
。

多
く
の
市
民
が
森
林
、
そ
し
て
、
そ
こ
に
暮
ら
す

動
物
を
資
源
と
し
て
人
の
生
活
に
取
り
入
れ
、
循
環

さ
せ
な
が
ら
森
づ
く
り
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
、
ふ

る
さ
と
の
森
づ
く
り
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
っ

て
、
実
践
し
て
い
き
ま
す
。
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